
《隣県子ども食堂の現状と取り組み》
こども食堂サポートセンターいばらき代表大野覚氏(認定NPOセンターコモンズ事務理事)

2019年7月より茨城県子ども食堂応援事業を受託運営とともに、認定NPOセンターコモンズの独自事業
として寄付募集を行い開設時助成・パントリー・宅食応援助成を行っている。

〈茨城県内の現状〉
◦2021年7月5日現在98ヶ所充足率14.7％
◦コロナ禍で休止型、供食何とか維持型、テイクアウトなど形式移行
◦活動の多様化、社会福祉法人による取り組み、10代で妊娠の若者対象のマタニティ食堂など
◦支えたい人のさらなる増加 共感しやすく、応援が集まる活動
◦今後は貧困・孤立・虐待などの重度化を防ぎ、その芽を早急に摘む「予防拠点」にしたい
◦生活困窮に限らず福祉的相談窓口にしていきたい

つくば子ども支援ネット代表山田ゆかり氏

「竹園土曜ひろば」を運営
◦ランチ交流会、無料学習塾の夕食支援をしている
◦月1回土曜の昼食+月1土曜カフェ
◦多様な協力者がいる(退職後の男性や様々なスキルを持つ男性など)
◦キッチンカーを利用、フードパントリー、子育て支援パントリー4世帯へ
◦ひきこもりの児童生徒、高齢者、障がい者が利用している

子ども食堂ネットワーク群馬 丸茂ひろみ氏

社会福祉法人みどの福祉会が運営
◦県社協へ相談してネットワーク群馬を立ち上げ
◦児童クラブ・地域包括支援センター・ネットワーク高崎を2020年10月に立ち上げ
卸売市場で企業からの寄付を募った

◦行政・社協・企業への周知活動を行っている

※北関東3県の子ども食堂の取り組みの情報支援の中で開設する時の様な壁を乗り越える努力と思いを痛感
した。まずはやってみて、次々とアイディアや必要性を感じ活動が広がっていっている。

山田みやこの活動報告

令和3年7月6日(火)

子ども食堂サポートセンターとちぎ主催栃木県内こども食堂情報交換会に参加

《子ども食堂サポートセンターとちぎの活動内容》

・ポータルサイト「とちぎ子ども食堂ひろば」運営
・食材の融通
・情報交換会や研修会の開催
・栃木県内の個所数調査
・全国とのつながり

令和2年度の活動
・開設・運営相談
・応援したい企業、行政からの相談
・食材融通
・全国ネットワークとの協力
(感染症対策番組作成への協力)

・全国交流会に参加
・2021年5月末時点で県内47ヶ所開設確認
・とちぎ子ども食堂応援助成金を各団体に配布


